初任期に学級崩壊を経験した教師の学びのプロセス : 複線径路等至性アプローチによる研究 by 小峰 直史








































 表 1 に示すように私立大学非教育学部出身者で、教師になり 7 年から 10 年経過し初任期に
学級崩壊を経験した 3 名が研究協力者（以下：協力者）である。協力者には半構造的インタビュー
を 1 時間半から 2 時間行った。インタビューは協力者の同意を得た上で IC レコーダーに録音
し、トランスクリプト化した。調査実施は 2013 年 3 月から 2015 年 3 月であり、周囲にインタ
ビュー内容が聞かれることがないように、筆者の研究室や協力者の勤務先の特別教室で勤務時
間後に行った。 












表 1 インタビュー協力者のプロフィール 
 性別 学級崩壊経験時教職経験 学級崩壊学年 インタビュー時の教歴 小学校教員免許取得方法 
A 男性 3 年目 3 年 10 年目 大学卒業後通信制 
B 男性 3 年目 6 年 7 年目 大学卒業後通信制 
C 女性 3 年目 6 年 7 年目 大学在学中通信制（連携プログラム） 
 
2-2 分析方法 
 分析には複線径路等至性アプローチ（Trajectory Equifinality Approach: TEA）を用いた。TEA
















表２ TEM で用いられる基礎概念 
用語 定義 本研究における意味 







必須通過点（OPP） 必須のこととして経験される出来事 指導の一貫性・公平性のゆらぎ 



















― 40 ― 
い選択が問われる分岐点で、いかなる行動をとり価値規範を身につけていったのかを発生の三

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































C 社会的方向づけ 1（SD1）：周囲の期待と協力体制構築の遅れ 
 ３名の協力者は、特別支援学校だったり（A 教諭）、小学校低学年（B 教諭）・中学年（C 教
諭）での２年間の担任経験がある。これらの教職経験は、前年度に学年団を組み、クラス編成
をする際、管理職や学年団より「経験あるからこのクラスで大丈夫だね」と期待を寄せられる


















































































































図 2 TLMG で示す A・C 教諭の変化 
 
 


























































A 教諭と C 教諭に共通する言葉は「みる」である。子どもの中、教室の中で進行しているこ
とを正確に「みる」ことから教育ははじまる。「みる」とは、「診る」「看る」という深みをもっ
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